
梁取付金具 胴縁金具 アンカープレート N アンカープレート NB ブレース取付金具組立説明書

SOB‐3057型

SOB‐3057型

（L）・（M）・（H）・（FH）

2 前工程（2）

4 梁 5 桁

①パネル受フレーム及び端パネル受フレームを桁に取付けます。
　（トラス小ネジM6×16、六角フランジナットM6用）

②普通面戸及び端面戸をパ
ネル受フレーム及び端パ
ネル受フレームB-Nにかぶ
せ左右のツメを折り曲げて
取付けます。

※前桁と後桁では面戸の取
付ける向きが違いますので
図を見て間違わないように
確認してください。

①各柱に取付けた梁取付金具の上からカシメ部が上にくるように梁を差込み、庫内側からボルト止めします。
   （六角ボルトM10×70、六角袋ナットM10用、平ワッシャーM10用）
※梁は全て共通で梁取付金具がある両端と連結部に入ります。

※本説明書はSOB-3057Mの2連棟を基に説明しております。

※下屋付きの場合は本説明書と「ヨド倉庫下屋」の組立説明書を参照して
　組み立ててください。

※組立説明書■・■の順で組立てください。

※桁のつなぎ目部分は桁を柱に取付けた後、端パネル受フレームA及び
   普通面戸を取付けますのでこの時点では取付けません。

前桁の両端下部には、
前板取付用の孔が
開いています。

前桁 中桁 後桁

面戸

面戸

パネル受フレーム

六角フランジナットM6用

パネル受フレーム

前桁

普通面戸

中桁

後桁

トラス小ネジM6×16

真ん中には端パネル受フレームAが
入ります。桁の孔とフレームを合わせて
確認してください。

端パネル受フレームB-N

この時点では開けておく

端パネル受フレームA

端面戸

1

1 2
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桁
桁

桁

カシメ部

上

梁

梁

梁取付金具 梁

梁

梁

桁仮預け金具

六角フランジナット
M8用

六角袋ナット
M10用

平ワッシャーM10用

六角ボルトM10×100

アプセット
六角セムスボルト
M8×21

アプセット
六角セムスボルト
M8×21

前桁下

前板上

Hタイプの場合

前桁

前柱

1 前工程（1）

①梁取付金具を柱の上部に取付けます。
   （六角ボルトM10×100、六角袋ナットM10用、平ワッシャーM10用）
※Hタイプの場合は下図と取付位置が異なりますので注意してください。
　（柱の上端より806mm下の位置になります）          
②胴縁金具を柱のタップに取付けます。
   （アプセット六角セムスボルトM8×21）
※下から3段目までは図ａのように取付け、4段目からは図ｂのように
   取り付けます。          
③アンカープレートNBを後柱連結に取付け、それ以外の柱には
   アンカープレートNを取付けます。
   　（アプセット六角セムスボルトM10×23）
④ブレース取付金具を図のように前柱右（左）及び中柱右（左）の下部に取付けます。
　（六角ボルトM10×100、六角袋ナットM10用、平ワッシャーM10用）
⑤同様に後柱の上下にもブレース取付金具を取付けます。
　（六角ボルトM10×100、六角袋ナットM10用、平ワッシャーM10用）
※ブレースの付かない所にはブレース取付金具は不要です
　（8ブレースの項目にある配置を確認ください。）

前柱連結
中柱連結

後柱連結

胴縁金具の向き

パネル受フレーム 端パネル受
フレームA

普通面戸 端面戸端パネル受
フレームB-N

ブレース
取付金具

アンカープレートNB

後柱連結

中柱連結

前柱連結

下から4段目より
上は逆向きに
取り付けます。

下から3段目までは
同じ向きに
取り付けます。

前柱右
（前柱左は対称）

中柱右
（中柱左は対称）

後柱右
（後柱左は対称）

アンカープレートN

後柱右

アンカープレートN

アンカー
プレートN

ブレース
取付金具

六角ボルト
M10×100

アプセット
六角セムス
ボルト
M10×23

前柱右
a

平ワッシャー
M10用

平ワッシャー
M10用

六角
袋ナット
M10用

アプセット
六角セムスボルト
M8×21

胴縁金具

胴縁金具

b

アンカープレートN

梁取付金具

中柱右

3 柱
①柱をアンカーボルトに固定します。（ワッシャー    、ダブルナット    ）
　柱の向きはカシメ部が後にくるようにします。
②前柱の下部には下図のようにコーキングしてください。

前柱・中柱・後柱左右

単棟の場合

前柱左

柱の配置図（単棟）

前柱右

柱の配置図（連棟）

中柱右

後柱右

中柱左

後柱左

カ
シ
メ
部前

柱

ナット    （別途）

ワッシャー　”（別途）

基礎アンカーボルト　”
（別途）

後柱連結

コーキング

連棟の場合

柱

カシメ部

基礎アンカーボルト　”（別途）

ナット　”（別途）1ー2
1ー2

1ー2

1ー2
1ー2

1ー2ワッシャー　”（別途）
ワッシャー　”

（別途）

アンカー
プレートN

前

アンカープレートNB■胴縁金具の個数
側面 後面

Lタイプ
Mタイプ
H・FHタイプ

4個
5個
6個

4個
4個
5個

〈連棟時のみ〉

〈使用金具一覧〉

柱の長さは前が一番長く、後が短くなっています。
柱の種類は別紙「梱包明細表」でご確認ください。
柱、金具の向きを間違えない様に注意してください。

六角袋ナットM10用

⑤

①

① ①
⑤

⑤

⑤

①
①

②

①
②

②

②

②

②
②

③

③

③

④

④

②

②

③

③

③

（　　　　）

梁

梁

下屋付きの場合、梁を止める前に前柱に下屋用コーナー
カバーと束金具を取付けてください。

前柱左

前柱右

中柱右

後柱右

後柱連結

中柱左

前柱連結

中柱連結

後柱左

平ワッシャー
M10用

平ワッシャー
M10用

中桁

前桁

桁金具B

桁金具A 桁金具B
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前桁

前桁

トラス小ネジ
M16×16 端パネル受フレームA

中桁

①前桁を前柱に仮預けし、桁金具Ａと一緒にボルト止めします。
　（M10×100六角ボルト、六角袋ナットM10用、平ワッシャーM10用）        
②中桁を中柱に仮預けし、桁金具Ａと一緒にボルト止めします。
　（M10×100六角ボルト、六角袋ナットM10用、平ワッシャーM10用）        
③後桁を後桁に仮預けし、桁金具Bと一緒にボルト止めします。
   （M10×100六角ボルト、六角袋ナットM10用、平ワッシャーM10用） 
　後柱の左右については端桁金具を取付けます。
※連棟の場合は桁の連結部に端パネル受フレームＡを取付けます。また、前桁・後桁には面戸も取付けます。

六角ボルト
M10×100

後桁

端桁金具右

後柱右

平ワッシャーM10用

六角袋ナットM10用

桁金具B③

③

六角ボルト
M10×100

六角ボルト
M10×100

六角フランジナット
M6用

桁

六角袋ナットM10用

柱右
平ワッシャーM10用

桁金具A

桁金具A

①②

①

①

①

①

②

②

②

③
③

③

後柱右

中柱右

胴縁金具梁取付金具

ブレース取付金具

前柱右

後柱左

中柱左

前柱左

前

後柱右後柱連結

中柱右

胴縁金具梁取付金具

ブレース取付金具

前柱右

後柱左

中柱左

前柱左

中柱連結

前柱連結

前

平ワッシャー
M10用

平ワッシャー
M10用

後桁

トラス小ネジ
M16×16

六角ボルト
M10×100

六角フランジナット
M6用

桁金具B

　　　　  Ｈタイプには、前桁下・前板上が取り付きますので、右図を参照し、組み立ててください。 端パネル受フレームA

前柱

六角袋ナット
M10用

六角袋ナット
M10用

①桁仮預け金具を前柱に取付けます。
   （アプセット六角セムスボルトM8×21）

③前板上を取付けます。
　（アプセット六角セムスボルトM8×21六角フランジナットM8用）

②前桁下を桁仮預け金具に 仮預けし、取付けます。
　（六角ボルトM10×100、六角袋ナットM10用、平ワッシャーM10用）

六角ボルト
M10×70

平ワッシャーM10用

後桁

後柱右

中柱右

前柱右

後柱右

中柱右

前柱右

中柱左

中柱左

後柱左

後柱左

前柱連結

前柱連結

前柱連結

中柱連結

後柱連結

中柱連結

後柱連結

前柱左

前柱左

普通面戸

後桁

普通面戸

〈使用金具一覧〉
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ブレース取付金具

六角フランジナット
M10

アプセット六角
セムスボルト
M10×30

ブレース取付金具

ブレース取付金具

ターンバックルの調整

①胴縁Ａを側面の前柱と中柱の胴縁金具に取り付けます。
　（アプセット六角セムスボルトM8×21、六角フランジナットＭ8用）
②胴縁Ｇを側面の中柱と後柱の胴縁金具に取り付けます。
　（アプセット六角セムスボルトM8×21、六角フランジナットＭ8用）
③胴縁ＢＡを後面の胴縁金具に取り付けます。
   （連結の場合は、正面向かって左より胴縁ＢＡ－胴縁ＢＢの順に取り付けます。）
この時、半円の切り欠きがある方を左端にくるように取り付けます。
　（アプセット六角セムスボルトM8×21、六角フランジナットＭ8用）
※胴縁Ａ・Ｇ・ＢＡ・BBは、長さと孔位置が違いますので間違わないように確認してください。
※胴縁は、１～３段目は下向きに、４段目以上は上向きに取り付けます。

胴縁金具

4
段
目
以
上
は
上
向
き

1
〜
3
段
目
は
下
向
き

柱

6 胴縁 7 上枠

ブレース

①上枠後を端パネル受フレームＢ－Ｎの剣先に入れ、その上から上枠前を重ねて下図の様に取付けます。
　（アプセット六角セムスボルトM8×21、六角フランジナットＭ8用）
②ケラバ穴隠し金具を上枠後に取付けます。
　（セルフドリルビス4φ×13）

梁

胴縁A

上枠前右

※図は、右側面に取付く上枠を
　表示しています。
　左側面に取付く上枠は、左右対
　称となります。

①ブレースを側面前の梁取付金具とブレース取付金具に取付けます。 
　（アプセット六角セムスボルトM10×30、六角フランジナットM10用）
※Ｈタイプ・ＦＨタイプは、ブレースが太く（10.7φ）なります。
   （六角ボルトM12×30、平ワッシャーM12用、六角フランジナットM12用）                        
※側面にオプション框ドア・引戸・補助ドアが付く場合は、
  ブレースの取付け位置を変更する必要がありますので、
   次の【オプション框ドア・引戸・補助ドアを取付ける場合】を
   先に確認してください。

※側面にオプション框ドア・引戸・補助ドアを取付ける場合、ブレースの取付け位置を変更します。
　（後面にはオプション框ドア・引戸・補助ドアは付きません。）
①開口部を取付ける側のブレース取付金具を外します。                       
②外したブレース取付金具を開口部を取付けない側のブレース取付金具と一緒に向かい合わせで取付けま

す。又、ブレース取付金具を外したところには、再度ボルトのみを取付け、柱の孔を隠します。
   （六角ボルトM10×100、六角袋ナットM10用、平ワッシャーM10用）
 

■胴縁本数
側面 後面

Lタイプ
Mタイプ
H・FHタイプ

4本
5本
6本

4本
4本
5本

①ブレースを全ての桁間に取付けます。
　（アプセット六角セムスボルトM10×30、六角フランジナットM10用）

①中（前）柱連結・後（中）柱連結の足元にブレース取付金具を向かい合せで取付けます。
　（六角ボルトM10×100、六角袋ナットM10用、平ワッシャーM10用）  
②ブレースを梁取付金具とブレース取付金具に取付けます。
　（アプセット六角セムスボルトM10×30、六角フランジナットM10用）

①下図の様にターンバックルで調整し、倒れ、通り、対角等を正確に出してください。
　（今後の組立に支障がでてきます。）  
※屋根をのせた後も調整が必要です。
※柱の傾きが5mmを超えるとシャッターの開閉に、支障をきたす場合がありますのでサゲフリ等で
   寸法の確認を必ず行なってください。

●前後左右の確認をしてください。

347

360

210

上枠前右
（上枠前左は対称）

前

前

後

後

上枠後右
（上枠後左は対称）

上枠後右

ブレース取付金具

胴縁G

胴縁BB

胴縁BB

胴縁BA

後柱左

後柱右

胴縁G

胴縁G

胴縁A

六角フランジナットM8用

アプセット
六角セムスボルト
M8×21

アプセット
六角セムスボルト
M8×21

アプセット
六角セムスボルト
M8×21

六角フランジナット
M8用

六角フランジナット
M8用

アプセット
六角セムスボルト
M8×21

アプセット
六角セムスボルト
M8×21

前柱右

中柱右

後柱右

平ワッシャーM10

六角袋ナットM10

六角ボルトM10×100

ケラバ穴隠し金具

セルフドリルビス4φ×13

端パネル受フレームB-N

端パネル受フレームB-N

桁

柱右

上枠

アプセット
六角セムスボルト
M8×21

六角フランジナットＭ8用

ブレース取付金具

中柱連結 後柱連結

側面ブレースの取付

オプション框ドア・引戸・補助ドアを取付ける場合

①ブレースを柱上部のブレース取付金具と柱下部の
   ブレース取付金具に取付けます。
  （アプセット六角セムスボルトM10×30、
   六角フランジナットM10用）                   
※Lタイプ・Mタイプの単棟及びＨタイプ・ＦＨタイプ

は、ブレースが太く（10.7φ）なります。
  （六角ボルトM12×30、平ワッシャーM12用、
   六角フランジナットM12用）

後面ブレースの取付

屋根ブレースの取付

※連棟数により強度を確保するため、連結部分にブレースを2組（4セット）
取付ける必要があります。必要数は下記の表で確認してください。また、
中間ブレースは、ブレースで区切られた面積が均等になるように配置し
てください。

中間ブレースの取付

ブレースの取付確認

③ブレースを２組（4セット）、それぞれ室内側・室外側
の梁取付金具とブレース取付金具に取付けます。

　（アプセット六角セムスボルトM10×30、
    六角フランジナットM10用）

この組立説明書はエコマーク認定の再生紙を
使用しています

部品箱の中の取扱説明書は
お客様に必ずお渡しください。

SOB‐3057型 -21

胴縁G

胴縁BA

後柱

■側面

■屋根面

○：必要　×：不要
　※Lタイプ・Mタイプの2連棟以上の場合は側面
　　ブレースと同じ、NA・B-L、NA・B-Mになります。

○：必要　×：不要

■SOB－3057型後面ブレース配置表

■SOB－3057型側面ブレース配置表

■SOB－3057型屋根面ブレース配置表

■SOB－3057型連結部ブレース配置表

※全てのブレースを取り付ける事により、建築基準法上の風荷重・地震荷重に耐える
   構造となっていますので、必ず全てのブレースを取り付けてください。

8

胴縁は、この時点では仮止めで固定します。
屋根をのせ、建ちを調整してから本締めします。

胴縁A
胴縁G

胴縁G

六角フランジナットM8用

六角フランジナットM8用

①

③

①①

①
②

②

②

③

②

②

①②

後柱連結

胴縁BA

胴縁G

中柱連結

2845 2800

28
50

27
90

前柱連結 前柱右

前

中柱右

後柱右後柱左

中柱左

前柱左

胴縁BB

胴縁A胴縁A

胴縁G

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

単棟
2連棟
3連棟
4連棟

5連棟以上

連棟数

機種 Lタイプ Mタイプ

前 後 後前

ブレース径

7.0φ
7.0φ
7.0φ
7.0φ
7.0φ

○
○
○
○
○

×
×
×
○
○

単棟
2連棟
3連棟
4連棟

5連棟以上

連棟数

機種 H・FHタイプ

前 後

ブレース径

10.7φ
10.7φ
10.7φ
10.7φ
10.7φ

ℓ=3015mm
NA・B-L NA・B-M SA-H

ℓ1=1080mm

ℓ2=1875mm
+

ℓ=3310mm
ℓ1=1080mm

ℓ2=2170mm
+

ℓ=3545mm
ℓ1=1080mm

ℓ2=2375mm
+

開口部

ブレース

H・FHタイプは4連棟までは
ブレースを取付けません。

ブレース

○
○

○
○

単棟
2連棟以上

連棟数

機種 Lタイプ Mタイプ

ブレース径

10.7φ
7.0φ

○
○

単棟
2連棟以上

連棟数

機種 H・FHタイプ

ブレース径

10.7φ
10.7φ

ℓ=3015mm
ℓ1=1080mm

ℓ2=1845mm
+

ℓ=3650mm
ℓ1=1080mm

ℓ2=2480mm
+

ℓ=3310mm
ℓ1=1080mm

ℓ2=2140mm
+

0
0
4
4
4
8
8
8

0
4
4
8
8
8
12
12

0
0
1
1
1
2
2
2

0
1
1
2
2
2
3
3

5連棟まで
6連棟
7連棟
8連棟
9連棟

10連棟
11連棟
12連棟

連棟数

機種 Lタイプ Mタイプ

必要本数 必要箇所 必要箇所必要本数

ブレース径

7.0φ
7.0φ
7.0φ
7.0φ
7.0φ
7.0φ
7.0φ
7.0φ

0
4
4
8
8
8
8
8

0
1
1
2
2
2
2
2

連棟数

機種 H・FHタイプ

ブレース径

10.7φ
10.7φ
10.7φ
10.7φ
10.7φ
10.7φ
10.7φ
10.7φ

ℓ=3015mm
ℓ1=1080mm

ℓ2=1875mm
+

ℓ=3310mm
ℓ1=1080mm

ℓ2=2170mm
+

ℓ=3545mm
ℓ1=1080mm

ℓ2=2375mm
+

必要箇所必要本数

ブレース

○：必要　×：不要
○ ○ ○ ○

連棟数

機種
Lタイプ Mタイプ

前 後 後前
○ ○

H・FHタイプ

前 後

ブレース径

7.0φ

NC
ℓ=3635mm

NC
ℓ=3635mm

NC
ℓ=3635mm

ℓ1=1080mm

ℓ2=2495mm
+ ℓ1=1080mm

ℓ2=2495mm
+ ℓ1=1080mm

ℓ2=2495mm
+

5連棟まで
6連棟
7連棟
8連棟
9連棟

10連棟
11連棟
12連棟

NA・B-L NA・B-M SA-H

ブレース

梁取付金具

ブレース
ブレース取付金具

六角フランジナット
M10

梁取付金具

アプセット六角
セムスボルト
M10×30

③

 （SOB-3057）1

SOB-3057_NR_KS_2025A

SA・B-L SA・B-M SB-H
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9 屋根及びケラバ接続金具

2

①屋根後をパネル受フレームの剣先ボルトに通してのせます。
②屋根後をのせ終わったら、図のように屋根防水パッキンを取り付け谷部をコーキングします。  

⑤ケラバ包み接続金具を中桁の端パネル受フレームB-Nの剣先ボルトに差し込み、上枠と取り付けます。
　（アプセット六角セムスボルトM6×16、六角フランジナットM6用）

注意

屋根は前と後の2分割になっていますので、屋根の重ね部には、
防水パッキン、コーキングを 必ず施してください。

●屋根に上る場合は、転倒、転落等に十分注意してください。
●屋根の重ね部を締結するまで、重ね部には絶対に乗らないでください。
●屋根の裏面に柔らかい断熱材が貼ってありますので、キズつけないように取り扱いには十分ご注 

意ください。
   断熱材の面を上にして貼る位置を決めてから、ひっくり返して取り付けてください。

柱

上枠

端パネル受フレームB-N
ケラバ包み
接続金具

アプセット六角
セムスボルト
M6×16

六角フランジナット
M6用

ケラバ包み
接続金具

六角フランジナット
M6用

上枠

屋根前 屋根後

中桁

中桁

アプセット
六角セムスボルト
M6×16

屋根後

屋根防水
パッキン

コーキング塗布

断熱材

本体の向かって左から順に貼る。

10
0

50

20

屋根後

屋根前

ペフはずし貼り
重ね側

40
0

10
0

31
2

26
0

34
19

31
91

27
59

27
79

前

10水切り及び壁 11コーナーカバー
①コーナーカバー前右及び前左を図の様に取付けます。
　目印孔があいていますので、そこにビスを打って胴縁に固定します。
　（セルフドリルビス4φ×13）

②コーナーカバー後右及び後左を図の様に取付けます。目印孔があいていますので、そこにビスを打って
   固定します。（セルフドリルビス４φ×１３）
※コーナーカバー後は取り付けの向きに注意してください。
　（切り欠きのある方が上で、切り欠きは後桁の方にきます。）
          

コーナーカバー後右

セルフドリルビス
4φ×13

壁

コーナーカバーの切り欠き部は
後桁の中に入る様にする。

コーナーカバー前右

コーナーカバー前右

カバーの先端を屋根の
山に入れる

屋根

セルフドリルビス4φ×13

壁

組立説明書

SOB‐3057型
（L）・（M）・（H）・（FH）

SOB‐3057型 -12

1 2

③上図のようにコーキングを行って下さい。

コーナーカバー後右

コーナーカバー前右

コーキング　　

コーナーカバー後
後壁

後桁

前 後

※本説明書はSOB-3057Mの2連棟を基に説明しております。

※下屋付きの場合は本説明書と「ヨド倉庫下屋」の組立説明書を参照して
　組み立ててください。

※組立説明書■・■の順で組立てください。1 2

③屋根前も同じようにパネル受フレームの剣先ボルトにのせたら、両端部を残し止結します。
　（ウールパッキンM8用、山座M8用、六角ナットM8用）

④屋根を本締めで固定した後、屋根重ね合わせ中央部をフレーム間で
２ヶ所止結します。止結後、室内側よりキャップをかぶせます。

　（ルーフドリルビス6φ×28、ルーフドリルビスキャップ）

屋根後屋根前

六角ナットM8用
山座M8用

ウールパッキン
M8用

屋根をのせたら仮締めし、ブレース等で調整し、倒れ、通り、対角等を正確に出してください。
　（調整方法は8ブレースを参照）調整後、胴縁と屋根を本締めします。 

※端パネル受フレーム
B-Nは止結しないで
ください。ケラバと同
時に止結します。 
 

ルーフドリルビス6φ×28

ルーフドリルビスキャップ

※ルーフドリルビスは締め過ぎると
　空回りしますので注意してください。

②
②

②

③横壁を前から順に胴縁（胴縁A）の先端に合わせ取付けます。（セルフドリルビス4φ×13）
④後壁を正面向かって左側から、胴縁（胴縁BA）の先端に合わせ順に取付けます。（セルフドリルビス4φ×13）
※壁のドリルビスは、上枠部は重ね部のみ、一番上と一番下の胴縁部は全ての谷、それ以外の胴縁部は重ね部と中央部のみの固定となります。
   いずれも胴縁・上枠内にビスが隠れるように固定してください。
※間口柱芯寸法が壁の幅寸法（800mm）で割り切れない場合、途中で壁の山部（200mm部）を重ねて調整していただく必要があります。
   （横壁は、奥行きが標準（5500mm）であれば調整は不要です。）
   （例）2800（間口柱芯寸法）÷800=3.5（2山分調整要）   （例）5600（間口柱芯寸法）÷800=7（調整不要）　

15
4.

5

120 5
壁と水切りを
5mm程度浮かす
壁と水切りを
5mm程度浮かす

154
.5

154
.5

60
0

60
0

60
0

59
0

60
0

60
0

60
0

胴縁G

後柱

後柱連結

後柱左
後壁

胴縁BA
※後壁は胴縁の先端に
　合わせて取り付けます。

水切りSF

水切り

胴縁

柱

35mm

※横壁は胴縁の先端に合わせて
   取り付けます。

※胴縁の本数は
　機種により
　異なります。

Mタイプ
横壁納まり図

Mタイプ
後壁納まり図

重ね部
（上枠に固定）

全ての谷部
（一番上の胴縁に固定）

全ての谷部
（一番下の胴縁に固定）

重ね部と中央部
（中間部の胴縁に固定）

壁を固定するドリルビスは、止める位置を間違えると数が足りなくなる場合があります
ので注意してください。また漏水の原因になりますので、テックスは必ず真っすぐ打っ
てください。

⑤さびの原因になりますので、テックスで固定後、切り粉を除去します。

■後壁
Lタイプ H・FHタイプ

胴縁本数

胴縁ピッチ

4
下から154.5＋350
＋600＋600

下から154.5＋600
＋600＋600＋600

5

■横壁
Lタイプ H・FHタイプ

胴縁本数

胴縁ピッチ

4
下から154.5＋350
＋600＋600

下から154.5＋600＋600
＋600＋600＋490

6

①水切りを一番下の胴縁に仮預けします。 水切りBCを後面に配置し、側面後側の水切りSBと角を突き合わせます。水切りSFを側面前側に配置します。
※水切りSFは胴縁より約35mm程度前に出してください。

②水切りの重ね部は下図の様にコーキングしてください。
SBは片側に切欠きがあります。（切欠きが後）
両側面の後側に取り付けます。 

BCは両端に切欠きがあります。
後面に取り付けます。

切欠き無し

切欠き無し

後

前
切欠き有り

切欠き有り

切欠き有り

水切りSB 側面後用 水切りBC 後面用

水切りSF

胴縁

柱

35mm

下屋付きの場合、水切りは柱のツラに合わせます。

※水切りを柱より
   35mm前に出して
   取り付けます。

後面

水切りSB

水切りSB

後柱右

コーキングを施してから
水切りを重ねる

コーキングを施してから
水切りを重ねる

水切りSB

水切りSF

水切りSF

重ね部

水切りBC

水切りBC

水切りBC

重ね部の上から
コーキングを施す

前

水切りBC

水切りBC

角を突き合わせる水切りSB

水切りSB

水切りSF

⇒

SFは両端に切欠きがありません。
両側面の前側に取り付けます。

水切りSF 側面前用

切欠き無し

水切りBC

水切りSB

③

③

④

④

①

②

③

側面

前

①

①



45

17
8

65

17
8

鼻隠し前

鼻隠し前

鼻隠し後
鼻隠し後

〈断面図〉

2mm 以上あける アーム

ベース 緩衝バネ

強く上がりすぎる場合

上がりきらない場合

アプセット六角
セムスボルトＭ8×21

アプセット六角
セムスボルトＭ8×21

前板

取付ボルト
　M8×60（白）

取付ナット
　　M8用（白）

シャッターシャフト左

右

シャッター
金具

16コーナーカバー前中・隙間隠し金具
(布基礎の場合のみ）

以上で完成です。
この組立説明書はエコマーク認定の再生紙を
使用しています

15シャッター
リモコンシャッターの場合も同様の手順で進めて下さい。ただしシャッターシャフト部
の配線はシャッター工事店が行いますので配線部品には触れないでください。

②シャッターブラケット左右を前柱に取り付けま
　す。（六角フランジボルトＭ8×100、六角フ
　ラン ジナットＭ8）

③シャフトの左右に注意して、ピンが手前に来るようにシ
ャフトをブラケットに取り付けます。（取付ボルトＭ
8×60（白）、取付ナットＭ8用（白）はブラケットに仮止
めしてあります。）

※この状態ではピンは抜かないでください。
※シャッターブラケットは必ず水平になるように
   取り付けてください。  

④スラットの両端のかしめの片側（差し込む方）だけをペンチやドライバーで寝かせ、平坦にします。
   スラットとスラットを平行に上からC→B→Aの順に差し込み、寝かせたかしめをペンチでつぶし、ずれない
   様にします。

⑤シャフトを少し回転させた状態で写真のピンを抜き取ります。
※ピンを抜く時は、必ずスラットをおろしてください。

①前板を桁に取り付けます。
　（アプセット六角セムスボルトＭ8×21、六角

フランジナットＭ8用）

倉庫の部材の右・左は、外部正面から見て右･左を示し
ますが、シャッター部材のみ倉庫室内側より見て右･左と
なっていますので、間違えないように取り付けてください。

警告

スラットは取り付け工事を楽にするためにL・M・Hタイ
プで2分割、FHタイプで3分割となっています。差し込む方のかしめを

図の様に寝かせて平坦にする。

●シャフトは逆に取り付けないでくださ
い。逆回転して非常に危険です。

●シャフトを止めているボルト及びスラッ
トをすべて取り付けた後に、シャッター
スプリングを止めているピンをはずして
ください。ボルトやスラットを取り付ける
前にピンをはずすと、シャフトが急回転
して非常に危険です。

①連棟タイプの場合、最後に前柱連結に  
   コーナーカバー前中を取り付けます。
　（セルフドリルビス4φ×13）              

ブラケットの（右）、（左）は、内部より見た位置を表示
してあります。取付位置は右図を参照してください。

シャフトの（右）、（左）は、内部より見た位置を表示してあります。

六角フランジボルト
M8×100

六角フランジナット
M8用

ブラケット左ブラケット右

スラット

水切り

ピン

ブラケット

シャフト
振れ防止ピン（抜かない）

ピン

部品箱の中の取扱説明書は
お客様に必ずお渡しください。

前桁

前板

前柱連結

隙間隠し金具

シャッター
レール右

シャッター
レール左

コーナーカバー前中

アンカープレート

セルフドリルビス4φ×13

セルフドリルビス
4φ×13

屋根

SOB‐3057型 -22

ベースを止めているボルトを一旦
外し、アームを移動させます。ベー
スは90°ごとに固定できます。

必ずピンをかけて作業を行
ってください。
ピンをはずして行うと非常に
危険です。

強く上がりすぎる場合はアームを左
に、上がりきらない場合はアームを
右に動かしてください。

警告

前柱連結のレールの下部には図の
ように隙間隠し金具を取付けます。

（セルフドリルビス4φ×13）
金具は長いので、カットし、切り欠きを
付けて下図の様に納めてください。
L.M.Hタイプのシャッター延長（基礎
天端から400mm下がり）の場合は
カットは不要です。

14鼻隠し
①鼻隠しコーナーを、鼻隠し前・後の両端に取り付けます。
   （アプセット六角セムスボルトM6×16BN ）
※鼻隠しコーナーの上下の向きに注意して取り付けてください。
②鼻隠し前をコーナーでケラバと接続し、屋根と鼻隠しコーナーにボルト止めします。
　（アプセット六角セムスボルトM6×16BN、六角フランジナットM6用 ）
　鼻隠し前の継ぎ目は鼻隠し接続金具で接続します。
   （アプセット六角セムスボルトM6×16BN ）

③鼻隠し補強金具を鼻隠し前N-Bに取り付けます。屋根には、鼻隠し補強金具に合わせて１０φの孔を明け
てボルトで止めます。

   （アプセッ ト六角セムスボルトM6×16BN、六角フランジナットM6用） 

六角フランジナット
M6用

六角フランジナット
M8用

六角フランジナット
M6用

六角フランジナット
M6用

鼻隠し前N-B

鼻隠し前N-B
鼻隠し補強金具 鼻隠し補強金具

アプセット六角セムスボルト
M6×16BN

アプセット六角セムスボルト
M6×16BN

アプセット
六角セムスボルト
M6×16BN

孔をあけて止める　

アプセット六角セムスボルトM6×16BN

アプセット
六角セムスボルト
M6×16BN

25
48 20

鼻隠し後

鼻隠し後

軒トイ 軒トイ受金具

軒トイ受金具

軒トイ

屋根

屋根

48

〈断面図〉

〈断面図〉

⑦シャッターレール左右をブラケット下部に差し込み、柱に取り付けます。
　（アプセット六角セムスボルトＭ8×21）
　この時、シャッター金具を図のように共締めします。
※左、右各3個ずつをレールの中間部に取り付けます。

前柱右

シャッター
レール左

シャッター
レール左

シャッター
レール右

シャッター
レール右

前柱左

前柱連結

シャッター
レール

シャッター金具

アプセット六角
セムスボルト
Ｍ8×21

ブラケット左

ブラケット右

ブラケット左

ブラケット右

アプセット
六角セムスボルト
M8×21

緩衝バネでのバネバランス調整方法（FHタイプのみ）

ピン

⑥スラットをおろし、柱とゆがみが無いか確認します。ゆがみがある
場合はブレースで再度本体の建ちを調整してください。

※柱の傾きが5mmを超えるとシャッターの開閉に、支障を
きたす場合がありますのでサゲフリ等で寸法の確認を必
ず行なってください。

注意 ●柱が広すぎると錠がかからなくなるだけでなく、強風時
にスラットがレールからはずれる場合があります。

尚、レール間ピッチも上下とも5mm内で施工してください。

シャフトの（右）、（左）とスラットがガイドに入っているか確認してください。

レール内々　2,588

②

鼻隠し前

鼻隠し前

鼻隠し接続金具
鼻隠しコーナー

鼻隠しコーナー

鼻隠しコーナー

アプセット
六角セムスボルト
M6×16BN

アプセット
六角セムスボルト
M6×16BN

ケラバ

また、ブラケットと前板の下部を固定してくだ
さい。（アプセット六角セムスボルトＭ8×21、
六角フランジナットＭ8用）

スラット

ツメ

吊り元

スラットC

スラットB

スラットA

錠
手掛け

水切り

●シャッタースプリングの若干の調整は、次のようにしてください。
ただし、大幅な調整は最寄りのヨドコウ営業所にお問い合せください。

❶必ずピンをかける

強くなる

弱くなる

外部

内部

❷ボルト位置を変える

①ピンをかけて、スプリングを固定する。
②ボルトをはずし、取り付け
　位置を変える。 左

右

②

②

④同じく鼻隠し後をケラバと接続し、軒トイ受金具のタップにボルト止めします。鼻隠し後の
継ぎ目も鼻隠し前と同様に接続します。

　（アプセット六角セムスボルトM6×16BN）

13ケラバ
①ケラバ前右、後右をパネル受フレームの剣先ボルトに取り付けます。
　（ウールパッキンM8用、山座M8用、六角ナットM8用）
②中央部分はケラバ包み接続金具に差し込み取り付けます。
 　（アプセット六角セムスボルトM6×16BN）

③ケラバのツブシ曲げの部分を前後各３ヶ所固定します。（セルフドリルビス４φ×１３）
④屋根の重ね合わせ部と同様にケラバの中央部をパネル受フレーム間で2ヶ所ルーフドリルビスにて
　止結します。止結後、室内側よりキャップをかぶせます。
　（ルーフドリルビス6φ×28、ルーフドリルビスキャップ）
⑤ケラバ前と後の接続部をコーキングしてください。

セルフ
ドリルビス
4φ×13

桁 柱右

上枠

壁

端パネル受フレームB-N

アプセット
六角セムスボルト
M6×16BN六角ナットM8用

山座M8用ウールパッキン
M8用

ケラバ前右

ケラバ後右

セルフドリルビス
4φ×13

ケラバ前右

ケラバ後右

ケラバ後右コーキング

ルーフドリルビス6φ×28

ルーフドリルビスキャップ

④

⑤

③

③

① ①

①

②

④

軒トイ

軒ジョイント
軒トイ

12トイ

アプセット六角セムスボルト
M8×18

六角フランジナット
M8用

①屋根後部の矢印の位置に１０φの孔を明けます。

②軒トイ受金具を屋根にボルト止めします。
　（アプセット六角セムスボルトM8×18、六角フランジ
　 ナットＭ8用）

54

軒トイ受金具

柱芯 柱芯 右側の屋根

エルボ

エルボ

竪トイ
支持金具

軒止り

3山 3山 3山 2山 3山 3山 3山 3山

④竪トイ支持金具を右図の位置に壁・胴縁と
共締めし、竪トイとエルボを接続します。

　（セルフドリルビス４φ×１３）

※落し口は、後ろから見て左側に設定され
ています。右側や中央に変更する場合
は、図の様に落とし口の部分をカットし、
軒ジョイントで接合してください。 セルフ

ドリルビス
4φ×13

竪トイ支持金具は
柱から最も近い壁の
谷部に固定する。

〈後から見た図〉

左 右
⇒⇒

軒ジョイントカット

落とし口

六角フランジナット
M6用

鼻隠し前N-B
(L=2800mm)

鼻隠し前N-A
(L=3050mm)

アプセット
六角セムスボルト
M6×16BN

※ケラバ後には、
使用しない孔が
空いていますの
でM6ボルトナッ
トで孔をふさいで
ください。

3山

⑧シャッターの開閉チェック及び錠チェックをしてくだ さい。
※鍵はスラットの裏にあります。
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鼻隠し後N-A
(L=3050mm)

鼻隠し後N-B
(L=2800mm)

鼻隠し接続金具

アプセット
六角セムスボルト
M6×16BN

④

③

③

①③軒トイを軒トイ受金具に取り付けます。
   軒トイの継ぎ目は軒ジョイントで継ぎます。

孔明け位置を間違えると、鼻隠し後の孔と位置が合いませんので、�鼻隠しを参照し、
鼻隠し後を沿えて孔位置を確認してから孔をあけてください。

各部材の接続部は水が漏れない様付属のボンドで接着してください。


